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かほ，その状況における行為者によってしか判断し得ない問題であるからである。   







の「民主化democratizing＊2」のための方法論を採り入れ 現象学的探究に取りかかるための手  
がかりを提示している。  
第1章 教育の本質への問いとしての「生きられた経験」の探究   








我々は，自分の声や身体とのごく当たり前の関係を奪われ ぎこちない動きを強いられる○ し  
かし，ひとたびディベートに巻き込まれるやいなや，聴衆の存在ほ忘れ去られ，再び直接的に  
その活動へと入っていくことができるのである。   
後者の，活動に巻き込まれている時点におけるような，意識の流れの中でまたたくまに過ぎ  
ていくものは，「生きられた経験（体験）」として名づけられることで，区切りが与えられ，一  
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つの統一体として捉えられることが可能となる。そして，その統一体は，一つの特別な意味を  
もったものとして価値づけられる。ドイツの哲学者ガダマー（Hans－Georg Gadamer，1900－）  
は，「体験という造語が行われるには，意味の凝縮化 深化がある。ある何かが体験と名づけら  
れたり，体験として価値づけられる場合，それはそれがもつ重要性のゆえにひとつの統一ある  
意味総体へと纏められているということである＊5」と述べ，「生きられた経験（体験）」という  





























生きるために，また，自身に，そして他者 世界の継続と幸福に責任を負えるようになる＊9」  
ことを指しており，広い意味での教育者とほ，親や教師だけでなく，この子どもの人格的な成  
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第2章 現象学の遂行の手続き  
























「生きられた経験」に関する様々な可能性が探究される。ここで言われるデー タとは，経験的  
一分析的科学研究におけるいわゆる数量的データとは異なったものであり，「そこから何かし  
ら意義のあるものが得られる素材＊18」というはどの意味で使用される。この「生きられた経験」  
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ている状況の意味を間断なく反省できる解釈学的な怠りのなさも要求されることになる。   














ていた意味，表されていた生きた世界との接触を図ろうとするものである。語源を辿るこ とは，  
その語あるいは慣用句の指し示しているものの原初的な本質を想起することにつながるのである。   
最後に，先行研究にあたることは，他の現象学老と対話を始めることであり，伝統に自らも  
参与することを示すものである。探究しようとする現象と全く同じトピックを扱ったものでは  
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掛け）のことを指しており，「テーマ的分析」とほ，作品の意味や形象を発展させるなかで具体  

































（g）ミルソ（Alan Alexander Milne，1882－1956）の詩「反抗」の中で，子どもを置いて町外  
れまで出かけて行った母親はもう帰ってこないのではないかと危ぶまれている。  
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（h）オランダの小説家ブラマン（A．Blaman）の小説では，両親が散歩に出かけている間に  
置いて行かれた少年は，恐怖のあまり命を落としてしまう。  
（i）トリュフォー（Francois Truffaut，1932－1984）の映画『思春期』の少女は，わがままを  
言ったことで置き去りにされる。彼女は自分の両親に「見られ」ていなかったが，アパー  
ト中の人に訴えかけることで，他の人々から「見られ」ることに成功した。  




それ以来ルースの中には待つことと期待することが習慣として形成され 彼女の生は果て  
しなく待ち続けることへと転化した。  
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その可能性に気づくことこそが求められるのである。   
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て変化し得るものであろうが，思春期以降の10代の青少年にとっても，親がその「実存の棲み  
家」として経験されているというテーマはゆるがせにできないはずである。  


































－357－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第46号  























































＊2 Cf．vanManen，M．，AnExperimentinEducationalTheorising：The UtrechtSchool：  
inInterchangeVol．10，No．1，1979，P．48．and Hans Bleeker，Bas Levering and Karel  
Mulderij，”Introduction：OnTheBeginningofQualitativeResearchinPedagogyinthe  
Netherlands”；inPhe7WmenOlogyandPedagog）′VOl．4，1986，P．3．  
＊3 Cf．WilhelmDiltheySelectedWorhsVol．V，Makkreeland Rodi（ed．），EditorialNote  
to Vol．Ⅴ．  
＊4 vanManen，M．，ReserchingLiuedExperience：HumanSciencefor an action－SenSitiue  
pedagogy．；Albany，N．Y．StateUniversityofNewYorkPress，1990，P．35．（以下，R．  
L．E．と略記する）  
＊5 Gadamer，H．－G．，Truthandmethod．NewYork：Seabury，pP．64－70．（ハンス＝ゲオルク・  
ガダマー著，轡田収他訳『真理と方法Ⅰ』法政大学出版局，1986年，9ト100頁。）  
＊6 Cf．月．エ．且，pp．36－38．  
＊7 Cf．vanManen，M．，TheTactqFTeaching：themeaningqFpedagogicalthough彷↓lness．  
NewYork：SUNY，1991，Pp．28－29．（以下，T．0．T．と略記する）  
＊8 vanManen，M．，PhenomenologicalPedagogy：inCurriculumInquiry，12（3），1982．p．  
284．（訳和田修二，皇紀夫編『臨床教育学』アカデミア出版会，1996年，106頁）。  
＊9 r．0．ア．，p7．  
＊101999年8月18日，筆者がカナダ・エドモントンのヴァン＝マーネソの自宅において録音した個人  
的なインタビュー記録（以下，インタビュー記録と略記）。  
－359－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第46号  































－360－   
